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狭山差別裁 1上告棄却

一

八
月
九
日
、
最
高
裁
第
二
小
法
廷

（

瑞

長

吉
墨

）
震

山
爵

菊

上
告
審
に
お
い
て
、
突
如
上
告
棄
却
の

決
定
を
下
し
た
。
か
れ
ら
は
□
頭
弁
論

と
事
実
審
理
の
正
当
な
要
求
を
ふ
み
に

じ
り
こ
の
無
朗
懲
役
の
判
決
を
確
定
し

た
の
で
あ
る
。
こ
の
決
定
は
石
川
氏
の

十
四
年
間
に
わ
た
る
無
実
の
叫
び
と
獄

中
で
の
苦
闘
を
土
足
で
ふ
み
に
じ
り
、

部
落
解
放
同
盟
を
中
心
と
し
た
部
落
大

衆
と
労
働
者

。
△
民
の
戦
闘
的
団
結
を

正
面
き

っ
て
う
ち
く
だ

こ
，
と
す
る
も

の
で
あ
り
、
反
動
き
わ
ま
り
な
い
差
別

攻
撃
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
暴
虐

を
断
じ
て
ゆ
る
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

最
高
裁
の
上
告
棄
却
決
定
の
理
函
は

事
実
を
徹
頭
徹
尾
わ
い
き
ょ
く
し
、
真

実
を
無
視
し
、
部
落
差
別
を
貫
な
き
、

か
た
め
た
も
の
で
あ
る
。

決
定
は
最
初
に
こ
う
の
べ
て
い
る
。

「
差
痢
蒟
な
捜
査
を
行

っ
た
こ
と
を

フ

か
が
わ
せ
る
証
跡
は
な
く
、
ま
た
、
原

審
の
審
理
及
び
判
決
が
積
極
的
に
も
消

極
的
に
も
部
落
差
別
を
是
認
し
た
予
断

と
偏
見
に
よ
る
差
別
的
な
も
の
で
な
い

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
」
こ
れ
は
徹

底
し
た
事
実
の
歪
由
で
あ
り
、
居
直
り

で
あ
り
、
差
別
の
正
当
化
に
ほ
か
な
ら

な
い
。

「
犯
人
」
を
と
り
に
が
し
た
警

察
は
、
失
墜
し
た
威
信
の
回
復
を
は
か

る
た
め
、
部
落
民
に
対
す
る
予
断
と
偏

見
を
組
織
し
、
百
二
十
名
に
も
の
ぼ
る

部
落
の
青
年
を
取
り
調
べ
、
つ
い
に
無

実
の
石
川
氏
を
不
当
逮
捕

ｏ
餞
暴
Ｔ
）
、

「
自
白
」
を
強
要
し
、
犯
人
に
デ

ッ
チ

あ
げ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
差
別
捜
査
と

不
当
逮
捕
、
弾
圧
を

一
審

、
二
審
は
全

面
的
に
承
認
し

「
死
刑
」

「
無
期
」
判

決
と
部
落
差
別
を
追
認
し
、
正
当
化
し

て
き
た
。
上
告
棄
却
は
こ
れ
ら
差
別
と

一

あ
り
、
デ
ッ
チ
あ
げ
の
暴
露
と
追
求
、

一

無
実
を
証
明
す
る
い
く
多
の
科
学
的
鑑

定
に
関
し
て
は

「
い
ず
れ
０

一
理
的
な

も
の
で
は
な
い
」
と
き
め

つ
け
、
具
体

的
に
検
討
す
る
こ
と
も
な
く
、
徹
底
し

一了
熙
盤
憮
繹
は
高鰺
瀬
財
腱
三 )

し
、
結
局
、
部
落
大
衆
の
被
差
別
身
分

か
ら
の
解
放
と
し
て
の
部
落
解
放
闘
争

勝
利
を
聞
い
と
る
た
め
に
は
、
今
日

一の
独
自
的
役
割
を
シ
）
ク
え
ず
、

「
証
拠
上
」

「解
明
さ
れ
な
い
事
実
が
一立
さ
せ
、
プ
ロ
ン
タ
リ
ア
ー
ト
の
解
放

一民
族
抑
圧
、
差
別
と
分
断
、
む
き
出
し
一政
治
路
線
を
鮮
明
に
し
、　
一
切
の
日
和
一配

一
般
へ
解
消
す
る
傾
向
で
あ
る
。
こ

あ
る
」
こ
と
を
認
め
な
が
ら
、
こ
の
現
一の
力
を
う
ち
く
だ
か
ん
と
す
る
も
の
で
一の
暴
力
と
反
動
攻
勢
で
、
労
働
者
階
級

一見
主
義
、
融
和
主
義
と
仮
借
な
く
闘
か
一の
解
消
主
義
は

一
見

「左
翼
」
的
こ
と

実
を
無
規
し
、　
一
方
的
に

「
被
告
が
導
一あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丁

人
民
へ
の
支
配
か
維
持

・
強
化
し
、　
一い
、
こ
れ
を
粉
砕
し
、
闘
う
大
衆
の
隊
一ば
を
つ
か
っ
て
は
い
る
が
、
結
局
は
部

共

産

主

蕪

は

同

量
（
紅
旗
）

活
」
か
ら
排
除
し
抑
圧
し
て
い
る
。
ブ

ル
シ
ョ
ア
菫
配
階
級
は
、
部
落
差
別
を

階
級
闘
争
の
ｆ撃
ふ
と
し
て
一員
し
て

幅
動

。
組
織
し
て
き
た
。

部
落
差
別
は
、
プ
ル
ジ

ョ
ア
ジ
ー
が

危
機
に
お
ち
い
り
、
階
級
闘
争
が
激
化

す
る
と
き
に
は
、
こ
の
闘
争
を
し
ず
め

る
た
め
に
扇
動
さ
れ
、
強
化
さ
れ
て
き

に
。
ま
さ
に
、
部
落
差
別
は
、
今
日
単

な
る
封
建
遺
制
で
は
な
く
、
資
本
制
的

私
的
所
有
と
ブ
ル
シ

ョ
ア
ジ
ー
の
階
級

支
配
に
、
も

っ
と
も
深
い
基
礎
を
お
い

て
い
る
。

上
告
棄
却
を
は
じ
め
と
す
る
こ
の
間

の
差
別
の
拡
大

・
強
化
は
、
こ
れ
ら
の

事
態
を
は

っ
き
り
証
明
す
る
も
の
で
あ

る
。
だ
か
ら
賃
金
盤
翠
な
り
の
根
本
的

解
放
を
め
ざ
し
、
当
面
ブ
ル
シ
ョ
ア
国

家
権
力
を
打
ち
た
お
し
、
み
ず
か
ら
の

国
家
を
つ
ち
た
て
０́
こ
と
を
任
務
と
し

て
印
２
鶏
脚者
媚
叔
は
、
含^
口
、
国
家

権
力
が
身
分
的
拘
束
を
強
化
す
る
こ
と

に
よ
り
労
働
者
階
級
内
部
に
も
ち
こ
も

う
と
す
る
反
日
と
分
断
の
部
落
差
別
と

徹
底
し
て
闘
い
、
部
落
大
衆
と
の
団
結

を

一
層
強
固
に
打
ち
か
た
め
な
く
て
は

な
ら
な
い
。
こ
の
闘
争
に
無
自
党
で
あ

り
軽
操

す
る
な

な

駐

場

い闘
争
を

麟

利

に
導
く
こ
と
な
ど
で
き
な
い
。
同
時
に

部
落
大
衆
は
労
働
者
階
級
全
体
の
真
の

階
級
的
利
盃
に
立
脚
せ
ず
し

て
部
落
差

別
を

一
掃
し
、
廃
絶
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
部
落
大
衆
の
身
分
的
拘
束
か
ら

の
一要
雀
解
放
は
、
プ
ロ
ン
タ
リ
ア
ー
ト

の
社
会
革
命
を

つ
う
じ
て
、
真
に
達
成

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
部
落
大
衆
は
、

部
落
完
全
解
放
の
た
め
に
は
、
プ

ロ
レ

タ
リ
ア
ー
ト
と
共
に
ブ
ル
ジ

ョ
ア
国
家

一権
力
を
粉
砕
し
、
武
装
し
た
労
働
者

、

被
搾
取
勤
労
大
衆

（
部
落
大
衆

を
合
む

）
の
大
衆
組
織
に
立
脚
し
た
国
家
機
構

を
樹
立
し

、
こ
の
運
営
に
当
た
ら
ね
ば

な
ら
な
い
。

部
落
解
放
は
部
落
大
衆
自
身
の
事
業

で
あ
り
、
そ
れ
を
徹
底
し
て
お
し
す
す

め
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
部
落

（
民

）

労
働
者
で
あ
る
。
闘

つ̈
蔀
落
大
衆

。
プ

ロ
ン
タ
リ
ア
ー
ト

ｏ
人
民
の
力
の
強
化

ル
面

結
こ
そ

曖

利
の
唯

一
の

容

襲

敷

）

る
。
国
家
権
力
に
た
い
す
る
金
て
の
幻

想
を
う
ち
く
だ
き
、
社
会
主
義
と
部
落

解
放
闘
争
を
固
く
結
合
し
、
国
家
権
力

を
打
倒
し
、
プ
ロ
独
樹
立
―
部
落
完
全

解
放
の
道
を
つ
き
進

も

，
／

（
五
面
に
関
連
記
事
）

し
か
し

、
こ
れ
ら

一
連
の
反
動
攻
勢

か
か
る
国
家
権
力
の
卑
劣
な
策
動

、

一動
攻
勢
も
、
部
落
大
衆
、
プ
ロ
レ
タ

ア́
ー
ト

・
人
民
の
決
起
を
う
ち
く
だ

同
時
に
こ
の
攻
撃
ば
、
政
府
―
す
配

農
民
、
人
民
は
断
固
武
装
反

進
撃
に
道
を
ひ
ら
い
た
。
上
告

八
月
に
は
米

た́
。
福
田
は

こ
の
地

へ
の
利
権
と
支
配
の

。
強
化
を
撃
か
つ
た
。
一昼
に
〓
肩

思

い
。
二
月
、
鉄
塔
や

一八
一

界
墓

部
落
差
別
は
、
近
世
封
建
社
会
に
お

領
主
階
級
が
、

。
強
化
す
る
た
め
に
、

―

「
え
た

。
非
人
」

霧

所

は
、


